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ダンス必修化の意義 を問 う

一 武道必修化 との関連 に着 目して 一

北 島 順 子

要 旨

近年の注 目すべ き教育現場 における動向として、「(中学校保健体育)武 道 ・ダンス

必修化」の問題がある。拙稿では、ダンス教育の2つ の側面である 「身体規律」と 「心

身の解放」 に着 目して、 ダンス必修化の意義を問い、教育におけるダ ンスセラピーの

可能性 について考察 した。本稿では、ダンス必修化の意義を、武道必修化 との関連 に

着 目して考察 した。

「武道 ・ダンス必修化」の主 は、「武道必修化」であり、ダ ンスは便乗必修化 された

と結論付 けた。「武道必修化」は、子 どもたちに 「愛国心」を植 え付 け、礼節 を身に

着 けさせることを意図 し、2012(平 成24)年 度に全面実施 された指導要領では、実現

しなかった 「道徳の教科化」の代 わ りとして、全教科を通 じて道徳心 を教 える という

流れの中、武道が必修化 になったという経緯がある。「ダンス必修化」 は、「武道必修

化」実施 を、政策上スムーズに軌道に乗せるための円滑剤的な役割や、心 身の解放、

ス トレス発散 としての場の提供 を期待 されている。それが表面上 に現れた 「ダ ンス必

修化」の意図である と読み解 くことがで きる。

武道 ・ダンス授業を担当する教師各人が、武道 ・ダンス教育の歴史的変遷 を理解 し、

その危険性 をも認識 した上で、武道 ・ダンス教育の意義を見いだす ことが求め られて

いる。そ うい う意味で、教育史、体育 ・スポーツ史に携 わる者が、未来の教育現場 に

貢献で き得 る可能性 は計 り知れない。

キーワー ド ダンス必修化、武道必修化、中学校保健体育、道徳教科化
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は じめに

近年の注 目すべ き教育現場 における動向として、「(中学校保健体育)武 道 ・ダンス

必修化」の問題がある。文部科学省では、2008(平 成20)年3月28日 に中学校学習指

導要領(以 下、指導要領)の 改訂を告示 し、新指導要領では中学校保健体育 において、
ユ　

武道 ・ダンスを含めたすべての領域を必修 とすることとした。2012(平 成24)年 度か

ら中学1、2年 の保健体育で男女 とも武道 ・ダンスが必修 となった。

中央教育審議会(以 下、中教審)の 専門部会が2007(平 成19)年9月4日 、この案
　ラ

をま とめ、早ければ2011(平 成23)年 度か ら実施 される予定 と報道 された。「武道 ・

ダンス必修化」の報道に驚 き、その後の動 向に注 目しつつ、ダンス必修化の意図やそ

の意義を問い続 けてきた筆者 なりの私見 を提示 したい。
ヨ　

拙稿では、ダンス教育の2つ の側面である 「身体規律」 と 「心身の解放」に着 目し

て、ダ ンス必修化の意義 を問い、教育 におけるダンスセラピーの可能性について考察

した。本稿では、ダンス必修化の意義を、武道必修化 との関連に着 目して考察する。

1.「 武道 ・ダンス必修化」の経緯

旧指導要領では、中学校の体育 は器械運動や陸上競技、水泳、球技 などの種 目が必

修 で、1年 生は武道 とダンスか らどちらか1つ を選び、2、3年 生は武道、ダンス、

球技か ら2つ を選択 していた。 このため多 くの学校 は男子が武道 を、女子がダ ンスを

選ぶのが一般的であった。

これに対 し体育部会は 「多 くの領域(種 目)の 学習を十分 にさせた上で選択で きる

ようにする」 とし、全種 目を履修 させ ることに した。武道 とともにダ ンス も1～2年

で必修化 した。3年 生は柔軟体操 など体つ くり運動 とその知識 を必修 とし、それ以外

の種 目は選択制になった。

武道は、柔道と剣道、相撲の3種 目が指導要領に明記されてお り、地域や学校の実

情 に応 じて、な ぎなたや弓道、空手道、合気道、少林寺拳法、銃剣道 も対象 となった。

原則 として、 日本武道協議会に認め られている上記9つ の武道が対象 となった。

2007(平 成19)年11月7日 の中教審初等 中等教育分科会 「教育課程部会におけるこ

れまでの審議の まとめ」では、「7.教 育内容 に関する主な改善事項(3)伝 統 ・文

化 に関する教育 の充実」の中で、「体育科では、武道の指導 を充実 し、我が 国固有の

伝統 ・文化 に、よ り一層触れることがで きるようにする必要がある」 という文言があ

る。 さらに、「8.各 教科 ・科 目等の内容(2)小 学校、中学校及び高等学校 ⑩体

育、保健体育(i)改 善の基本方針」の中で、「武道については、その学習を通 じて
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我が国固有の伝統 と文化 に、よ り一層触れることがで きるよう指導の在 り方を改善す

る」 とある。

文科省が2008(平 成20)年2月15日 に発表 した小 中学校の指導要領改訂案には、伝

統 ・文化の尊重や郷土 ・国への愛情の育成 を教育の 目標 に盛 り込んだ改正教育基本法

(以下、改正法)の 「愛 国心条項」 も反映 された。改正法の 「愛 国心 条項」を受 け、
　　

指導要領改訂案で力点 を置いた項 目の一つが保健体育の 「武道 を必修 に」である。

中教審 は、2003(平 成15)年3月20日 、「新 しい時代 にふさわ しい教育基本法 と教

育振興基本計画の在 り方 について」 と題する答 申を、文部科学大臣に対 して行った。

日本弁護士連合会(以 下、 日弁連)は 、 この中教審答申に対 し、「教育 を国家に有為

な人材作 りとして行 うことをめ ざす ものである」、「公教育の場において 『国を愛する

心』を押 し付けて個人の内面価値 にまで立 ち入 る結果を招 くおそれがある」、「本来私

事である家庭教育に国家が介入することを認めるものである」、「教育行政が 「教育 内

容』に も積極的 に介入することが認め られている」、「教員の 自主的研修権 を制約 し、

教員の管理 を一層強化 している」、「宗教的情操 に関する教育を 『道徳 を中心 とする教
ら　

育活動の中で』行 うとしている」等の問題点を指摘 している。

佐伯年詩雄 は上記 日弁連の指摘が示す とお り、改正法の特徴 は国家主義性の強調 ・

強化であるとし、政治課題 としての教育改革の中で、環境問題等の現代的課題以上 に

強調 されているのが、伝統 と文化の尊重であ り、公共心 と道徳性の滴養である と指摘
　　

している。

改正法に 「愛国心」が盛 り込 まれ、今回の指導要領には道徳教育の充実が求め られ

た。教育再生会議が強 く求めていた道徳の教科化はさすがに見送 られたが、道徳推進

教師が学校 ごとに指定 され、全教科を通 じて道徳心 を教 えることになった。武道の必
　　

修化 もその流れにあった。

2.武 道 ・ダンス教育の歴史的変遷

1882(明 治15)年 、嘉納治五郎(以 下、嘉納)に よる講道館柔道の創始が、武道全

般の 「教育化」に及 ぼした実績は大 きい。

中嶋哲彪は、「講道館破門」事件で講道館柔道(以 下、講道館)を 破門された稲葉

太郎(以 下、稲葉)及 び、当事件で稲葉 を破門する講道館の制裁審議員であった藤生

安太郎(以 下、藤生)に よる講道館批判、嘉納批判 を対象に し、それ らを嘉納の主張

とつ き合わせなが ら考察することで、 日中戦争以降、武道を取 り巻 くイデオロギー状

況が どの ように推移 したのかを明 らかにしている。

中薦は、「日本精神 を主張することを好 まなかった嘉納が 日本精神 についての研究
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会 を開 き、また 『日本精神の発揚 に努めて居る』 と公言せ ざるを得ない状況がお とず

れていた。稲葉ら全 日本柔道会の講道館批判や藤生の講道館及び嘉納批判 はそれ を促

す ものであった」 と述べ、「1937年か ら1938年 初頭 にかけて起 きた講道館 をめ ぐる一

連の出来事 は、講道館が嘉納の柔道論のみならず、時代思潮であった 日本精神の影響

下にも置かれるイデオロギー状況 を作 り出 していったのではないだろうか」 と結論付

けている。

1895(明 治28)年 、全 国の武道家をひとつの傘の下に置 き、伝統武術 を後世に伝 え

る目的で、「大 日本武徳会」が設立 されたが、終戦後の1946(昭 和21)年10月 、CIS(民

間諜報部)に より、「大 日本武徳会」は解散 となった。

坂」呈康掻 は、長年 タブー とされてきた 「武道の戦争責任」をは じめ とする戦時期の

武道問題 を議論 してい くためには、その土台 となる基本的な史実の共有化が どうして

も必要であるとい う視点か ら、「武道の戦時体制化」 に関する史実の解明をテーマに、

大 日本武徳会の設立 を促 した推進勢力、会の組織実態、武道の再編成 といった基本的

な事実を明 らかにしなが ら、総力戦体制化の武道界再編の全容 とその特質を検討 して

いる。

坂上 は、塩谷宗雄が指摘 した 「非常時一 日本精神一 武士道一武道」 という 「一連の

法則」が、満州事変後 に、極めて明確な形で武道の隆盛をもた らしていた ように、「武

道 は、戦争 という対外的な危機のもとでナシ ョナ リズムを強化す る手段 として脚光 を
ユ　　

浴 びて きた」 と述べている。

武道教育の歴史を見ると、1911(明 治44)年 、新公布の高等中学校規定第十三条で

「撃剣及び柔術 を加 うる事 を得」 と規定 され、武術 が学校教育 に認 められ、1926(昭

和1)年 、文部省が 「武術」か ら 「武道」の使用 を開始 した。

1930年 代 に軍国思想が学校教育で徹底 され、「愛国心」 を養 うことに重点が置かれ、

武道精神 を通 じての道徳教育(P)と 実践能力 を高める実技修練が学校の中で特別

な位置(必 修科 目)を 占めるようになった。そこで、「剛健敢為なる心身の育成」「攻

撃精神」「必勝の信念」「没我献身」 とい うような自己犠牲的な精神性が強調 されるよ
ユの

うになった。

体育は戦時中、軍事的訓練 ともっとも深い関連 を持 っていたので、1945(昭 和20)

年の終戦 を転機 に、体錬科の内容か ら軍事的色彩 を除去するための次の ような措置が

講 じられた。 まず、同年10月 銃剣道 と教練 を禁止 し、次いで、同年11月 「終戦に伴 う

体錬科教授要項(目)取 扱に関す る件」並 びに 「武道の取扱 に関する件」の通牒 を発

し、軍事的色彩 を持つ教材の削除、武道(剣 道 ・柔道 ・なぎなた ・弓道)の 授業 を中

止 した。特 に、武道については、教科だけでな く課外の活動 としてもその実施を中止
14)

し た 。
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1950年 代 に入 り、各武道を代表する連盟が設立 され、文部省が武道を徐 々に認める

ようになった。1950(昭 和25)年5月13日 に 「学校柔道実施についてのお願い」 とい

う文部大臣請願書を総司令官へ提 出し、同年9月13日 附でGHQ側 の実施許可の覚書

が 日本政府に手渡された。CIE(民 間情報局教育部)か らの注意事項 として 「実施 し

てよい柔道とはあ くまでも大 臣の請願書に規定された柔道であること」 として、その

復活が認め られ、同年10月 には、文部省が 「学校における柔道の実施 について」 を通

達 し、中学校以上に柔道の復活が果たされた。大臣の請願書に示 された改善点では、

「戦時中に行った ような野外で戦技訓練の一部 として集団的に行 う方法 を全面的に廃

止 した」(第 二項)と され、「各種の儀式、作法等 を強制 しな くなった」(第 五項)と

あるように、戦時中における軍国主義や天皇崇拝 ・国家神道的な主義による様式が排
15)

除され、「新 しい柔道」であることが強調されている。

学校教育柔道が 「民主的なスポーツ」 として中学校以上での指導が認め られ、弓道

が1951(昭 和26)年 、 しない競技が52(昭 和27)年 →剣道が53(昭 和28)年 で、なぎ

なたが59(昭 和34)年 に復活が許された。

1958(昭 和33)年 の中学校指導要領(高 校は1960年)で は、「格技」(武 道 とい う名

称ではなく)が 運動領域 に設けられ 「す もう」、「柔道」、「剣道」の3種 目のいずれか

を男子生徒 に指導することにな り、女子生徒は 「ダンス」か 「家庭科」 を選択するよ
16)

うになった。

1989(平 成元)年 の指導要領によ り、中学 ・高校のダンスが男女共修 とな り、1998

(平成10)年 の指導要領により、内容は従来の 「創作 ダンス」「フォークダンス」に加

えて 「現代的なリズムのダンス」が導入 された。男子の武道は1992(平 成4)年 度ま

で必修 だったが、女子について必修化するのは戦後初めてである。

3.「 武道必修化」に期待 されることと危惧 されること

「武道必修化」に関する朝 日新 聞社説 と産経新聞主張(2007年9月6日 付)の 見 出

しを比べると、以下の ように、産経は 「武道の必修化 国柄の再生に大 きく寄与」 と

歓迎 しているのに対 し、朝 日は 「武道 とダンス 必修にまですべ きなのか」 と懐疑的
ユの

な態度 を打 ち出 して対照的だ。朝 日新聞では、「武道 とダ ンス」の両方 を見 出しに挙

げているのに対 し、読売新聞は 「武道」のみに触れている。

この必修化は、2006(平 成18)年 、60年 ぶ りに改正 された教育基本法に 「伝統文化
18)

の尊重」が盛 り込 まれたことによって浮上 して きた。これについて、朝 日新聞は、「も

ちろん、 日本の伝統 と文化に触れることは大切 だ。 しか し、それがただちに武道 を学

ばせることにつながるのだろうか。伝統や文化 と一口に言って も、 さまざまな ものが
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ある。武道を必修に して全員 に教 えれば、伝統や文化が身につ くという単純な もので

はあるまい」、「ダンス を必修化に したのは、武道 とバ ランスをとったのだろうが、こ

れもいささか安易ではないか」 と、疑問 を投げ掛けた。
ゆ

産経新聞は、「必修化 によって武道が中学生に、 より身近なものとなろう」 と述べ、

「武道は礼 に始ま り礼 をもって終わるといわれる。…公徳心が低下 し、公共マナーの

乱れが 目に付 く今 日にあって、武道の必修化はまさに 「健全 なる精神 は健全なる身体

に宿る』次代を担 う青少年の育成 に貢献す るだろう」、「礼節 を重 んじる日本の国柄の

再生に寄与するところは決 して小 さ くないはずだ」 と歓迎 している。

武道必修化については、教 え易 さに加えて価格の高い用具を要 しない ことか ら考え
20)

ると、柔道を採用する学校は7割 以上を占めることになると推測で きる。

武道で礼儀作法が身につ き、柔道の受身や基本動作の習得 は、 けがの防止や護身術

として も役立つので、武道必修化 に期待する保護者の意見がある一方、柔道の授業 に

おける死亡事故やけがの危険性がメディアで大 きく取 り上げ られてお り、保護者や学

校 関係者にとって も、それが最 も大 きな心配 ・関心事になっている。

わずか数 日間の研修で初段(黒 帯)が 認定 されるという体育教師対象の講習会 もあ

るという。武道経験初心者 レベルの体育教師 も、武道の授業 を指導 しなければならな

い現状 は、保護者の立場 に立っても、体育教師の立場に立って も不安の一言につ きる

事態であ り、迅速かつ、適切 な対策が急がれている。

保健体育の授業であるため、武道指導未経験者であっても体育教師が教 えることが

原則であるが、地域の武道指導者(専 門家)が 外部指導者 として協力で きることにな
zi>

ると言われていた。安全策の問題 を始め として、外部指導者、研修会、教材の充実等、

課題が山積みの中、文科省では、警察OBを 活用 し、教師への実技研修の講師や授業

での外部指導者 としての協力を検討 していることが、2012(平 成24)年1月21日 、分
22)

かった。団塊世代の大量退職で腕 に覚えのある警察OBは 全国に多 く、 こうした文科

省か らの協力要請には警察庁 も歓迎の姿勢 を示 している。

全 日本柔道連盟が、柔道を学ぶ子 どもたちに、「柔道で何 を身につけるのか」「なぜ

礼儀作法が大切 なのか」な ど、柔道の 「心」の部分 を教 える指導者 の教則本 として、
23)

「柔道への想い」 と題 した講話集を作製 した。嘉納が掲 げた理念、柔道の教育的価値、

礼法に関することな どをテーマア ップ し、ロサ ンゼルス五輪無差別級金メダリス トの

山下泰裕や男子60キ ロ級で五輪3連 覇を果たした野村忠宏選手(ミ キハウス)ら 著名

人が執筆陣に加 わっている。

武道を体育授業で取 り扱 うことによる危険性が、クローズアップされ、その解決口

が見いだせないままの状態が続いた場合、危険を伴 う武道の技 を実施す ることを避

け、何れは、武道の精神論 を重視 した授業内容へ と収 まってい くのではないだろうか。
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「礼 に始 ま り礼 に終わる」等、礼節 を重 ん じた武道の授業 内容 は、2012(平 成24)

年度に全面実施された指導要領では実現 しなかった 「道徳の教科化」の代 わ りとして、

全教科 を通 じて道徳心 を教えるとい う意図にも適っている。

道徳 の教科化が浮上 し、審議 された現状 をふ まえると、道徳 の教科化、延いては、

修身科の復活を望む動 きを軽視することがで きない。ルール ・マナー ・礼儀に欠けた

現代の若者 に、道徳教育が必要であることは否めないが、 日本の歴史において、武道

教育や修身教科書による道徳教育が、国家主義 ・軍国主義教育に利用 された史実 を決

して忘れてはならない。
24)

内田樹 は、「中教審が 「伝統文化』へ の回帰のための方途 として今 回その必修化 を

企図している 「武道』 とは何 なのか、… 『スポー ツとしての武道』をあえて必修化す

ることに どの ような教育的な緊急性があるのか、 『スポーツとしての武道』 は伝統文

化的要素 を文部省の指導 によってほとんど除去することを交換条件に復活 を許された

のである。…」と、その論理的な 「ね じれ」を放置 したまま、筋が通 らないまま、学

校 における武道教育があたか も伝統文化 とのふれあいの機会であるかの ように行政が

語 ることに異論 を唱え、「中教審が、大 日本武徳会的な 『戦前の武道』の ことを意 図

しているのか も知れない。それな らい くぶん話の筋 目は通って くる。…確かに徴兵制

のあった戦前においては、戦技 としての武道はいずれ兵士たる男子の必修科 目であっ

た。それをもう一度必修科 目に採択 したいというのは、 「富国強兵」 を改めて国是 と

したい という人々に とっては悪 くない選択である」 と述べている。

上記指摘の ように、武道の戦闘技術 としての面が強調され、徴兵制に代 わる ものと

して、武道教育が国家主義に利用 されてい く動向 を見逃さない ように注意 を払 う必要

がある。

一方、内田は、武道には古 くか ら伝 わる呼吸法や瞑想法な ど自分 自身 と向き合 うけ

いこがあることを指摘 し、「正 しい指導が なされれば、武道 は精神の鍛錬 になる。対
25)

戦相手に対する礼儀 はコミュニケー ション能力を向上 させることがで きる」 と話す。

呼吸法や瞑想法等の要素は、武道だけでな く、舞踊やダンス ・ムーブメン トの中に

も含 まれている。 また、 コミュニケーションはダンスの中心的な要素で もある。

前近代にはあ り、近代 には受け継がれず、排除 された 「ナ ンバ」や呼吸法、瞑想法

等の 日本の伝統的な身体文化が、現代の教育 ・健康 ・スポーツ界において脚光を浴び、

その価値が見直されている現在、武道 ・ダンス必修化が、教育現場におけるその復活

の きっかけとな り、現代社会で求め られている 「コミュニケー ション能力」向上につ

ながることを大いに期待 したい。
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4.「 ダンス必修化」の意図

～なぜ、武道と同 じタイミングでダンス必修化なのか～

「ダンス を必修 にしたのは、武道 とバ ランスをとったのだろうが、これ もいささか
26)

安易ではないか」 とい う指摘がある。「武道 ・ダンス必修化」 と聞 くと、これまでは、

男子は武道、女子はダンス とい う、同 じように選択科 目だった科 目が同時に必修科 目

になるのだと、多 くの人は問題に感 じることな く、素直に納得す るか もしれない。 し

か し、筆者は 「武道 ・ダ ンス必修化」 と聞いた時、「武道必修化」の意図は即座 に理

解 できたが、「ダンス必修化」は、「何で ダンス も?」 と腋 に落ちなかった。「武道 と

いっしょに必修化にな り、 ダンスはラッキーだった」 とい う新聞記事の コメン トもあ

り、単純な見解 も多 く見 られたが、 この時期に、武道 ・ダンスが同時に必修化 という

事態に、何 らかの意図 を感 じずにはい られなかった。

「武道 ・ダンス必修化」に見 る 「武道」 と 「ダンス」の関係が、1890(明 治23)年

小学校令の施行細則 として、1891(明 治24)年6月17日 に制定 された 「小学校祝 日大
　の

祭 日儀式規定」第四条 に記 された 「儀式」 と 「運動会」の関係 と結 びついたことが、

「ダンス必修化」の意図を読み解 くきっかけになった。

「小学校祝 日大祭 日儀式規定」は、全八条か らな り、小学校の祝祭 日儀式のパ ター

ンを詳細に規定 した ものである。儀式 は御真影拝礼、両陛下の万歳奉祝、教育勅語奉

読、校長訓話、式歌斉唱等を基本式 目とし、紀元 ・天長両節 ・元始 ・神嘗 ・新嘗各祭

日にはそのフルコースを、孝明天皇 ・神武天皇 ・春秋皇霊各祭 日には校長訓話 と式歌
28)

斉唱だけを、新年には御真影拝礼、万歳奉祝、式歌斉唱 を、それぞれ行 うこととした。

「小学校祝日大祭日儀式規劃

第四条 第一条二掲 クル祝 日大祭 日二於テハ便宜二従 ヒ学校長乃教員生徒 ヲ率ヰ

テ体操場 二臨 ミ若 クハ野外二出て遊戯体操 ヲ行 フ等生徒ノ心情 ヲシテ快活ナラシメ

ンコ トヲ務ムヘシ

これは、教科以外の行事等 について言及 した最初の法令規定であ り、事実、この規

定 に基づいて、遊戯体操会(運 動会)、 野遊会(遠 足)、 のちの学芸会の前身 となる唱
30)

歌会 ・講習会 ・幻灯会 ・展覧会などを計画する事例がみられた。

運動会に質的な変化 をもた らしたのは、上記の儀式規定であ り、儀式後 に遊戯体操

による心身の酒養 と国体観念による臣民養成を意図 したのである。子 どもにとって窮

屈で厳かな儀式の後 に、楽 しく運動や競技で発散で きる運動会等のプログラムが組み

合 わせ ることによ り、後 に実施 される運動会を楽 しみに、儀式への参加 を耐え忍んだ
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子 どもたちの姿が想像できる。 まさに、両者は 「陰と陽」「苦 と楽」の関係 にあった。

「武道 ・ダンス必修化」の場合、イメージとしては、「武道」が 「儀式」、「ダンス」

が 「儀式」 に対する 「運動会」のような役割を担 うことが期待 されているのではない

か。そ して、現在辿 り着いた 「ダンス必修化」の理由は、軽い言葉で表現す ると、「『武

道必修化」のおまけ」、 と言って も、この場合 の 「お まけ」 とは、「キャラメル」 を繰

り返 し買ってもらうためには、な くてはな らない存在である 「おまけ」 を意味 してい

る。すなわち 「武道必修化」実施 をスムーズに軌道に乗せるための円滑剤的な役割 を

期待 されているのではないか と筆者は考えている。

「武道必修化」が、教育基本法 に盛 り込 まれた 「伝統文化の尊重」 を受けたもので

あれば、「ダンス必修化」 も、能や 日本舞踊、民踊等の伝統的な 日本 の踊 りが、 もっ

と積極的に取 り上げ られるはずである。

ダンスでは 「伝統文化」 は強調 されず、「日本舞踊 をや るべ きだ」 とい う声は聞か

れない。 ダンスは 「創作 ダンス」「フォークダンス」「現代的なリズムダンス」が例示

されているが、文科省は 「ヒップホップダンスで もいい」 とい31)。

文科省が、全国の公立中学が2012年 度 にどの ダンス を選択 するか を調べ た結果、

(1)現 代的な リズムのダンス(66%)(2)創 作 ダンス(49%)(3)フ ォークダ ン

ス(39%)の 順であった。「ヒップホップやス トリー トダンスは子 どもに人気がある
32)

か ら」 と同省の担当者が述べた。

学習指導要領改訂前か ら、授業 にヒップホップなどを取 り入れる学校が増え、男女
33)

とも、相対的に武道の人気が低 くなっているとい う指摘が出ていた。近年、男女間わ

ず、ス トリー トダンス等のダ ンス愛好者が増加傾向にあることも、ダ ンスが武道 と共

に便乗必修化 された要因の1つ である と考 えられる。

「武道 ・ダンス必修化」の主 は、あ くまでも、子 どもたちに 「愛国心」を植え付 け、

礼節を身に着けさせ ることを意図 した武道の実施であり、ダ ンスは心身の解放、ス ト

レス発散 としての場の提供を期待 されているのではないだろうか。そう考えれば、文

科省がダンスの主な内容 としてス トリー トダンス を奨励 しているかのような、不可思

議 な現状 も腋に落ちる。

ところで、「武」 と 「舞」 は同義である とい う、同根性の根拠が、諸橋轍次に よっ

て明確 にされてい34)。『大漢和辞剣 では、「武」の語釈 の中で、「⑪ まう(舞)。[繹 名、

繹言語]武 ハ、舞也。征伐動行、如一キ物 ノ鼓舞一スルガ」を挙げている。

同様 に 「武」と 「舞」の同根性 ・近接性 を思わせ る用例 として 「武舞」 を挙 げ、そ
36)

の語釈の1つ に 「古武舞也」(い にしえには、武は舞 なり)と ある。

「舞」の語 源 を調べ る と、武術の 「武」 と舞踊の 「舞」 はもともと同義であった。
37)

つま り、古代中国においては 「武」 と 「舞」は同根 ・同義であった。
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上記の ように、「武」 と 「舞」は同義 ・同根性 を指摘 している稲垣 は、「武」と 「舞」

は もともと 「祈 り」 に端 を発 し、「不安」や 「恐怖」を和 らげ解消す るために、カ ミ
38)

と 「交信」する呪術の1つ の形態 として誕生 した、と結論付 けている。

また、瀧元 は、「武」 とはなにかを探 るためにその根源 について考 えてい くことを

目的にして、「古事記』 を主なテキス トとして古代人の ものの考 え方や背景 を読み解

き、「武」 と 「舞」の根源を探 り、現代思想 ・哲学における身体論 をふ まえて考察 し
39)

ている。

このように、「武」と 「舞」が同根 ・同義であると考 えると、「武道 ・ダンス必修化」

の教育的意義を、「武道」 と 「ダンス」に分けて考 えること事態がナ ンセ ンスなのか

もしれない。

おわ りに

本稿では、近年の注 目すべ き教育現場における動 向として、「(中学校保健体育)武

道 ・ダ ンス必修化」の問題について、ダンス必修化の意義を、武道必修化 との関連 に

着 目して考察 した。

「武道 ・ダンス必修化」の主 は、「武道必修化」であ り、 ダンスは便乗必修化 された

と結論付 けた。「武道必修化」は、子 どもたちに 「愛国心」を植 え付 け、礼節 を身に

着 けさせることを意図 し、2012(平 成24)年 度に全面実施 された指導要領では、実現

しなかった 「道徳の教科化」の代 わ りをも担っている。「ダンス必修化」は、「武道必

修化」実施を、政策上スムーズに軌道 に乗せるための円滑剤的な役割や、心身の解放、

ス トレス発散 としての場の提供 を期待 されている。それが表面上 に現れた 「ダ ンス必

修化」の意図であると読み解 くことがで きる。

武道必修化 を取 り巻 く問題は、主に安全面 に関す る問題が、 メデ ィアや専 門家 に
40)

よって頻繁に取 り上げ られ、熱心 に議論 されて きた。安全面 と同様 に注 目すべ き点

は、改正法の 「愛国心条項」を受 け、平成24年 度に全面実施 された指導要領では実現

しなかった道徳の教科化の代 わりとして、全教科 を通 じて道徳心 を教 えるという流れ

の中、武道が必修化 になった という経緯である。

文科省は2014(平 成26)年2月14日 、小 中学校で4月 か ら使 う新教材 「私たちの道

徳」を公表 し、安倍政権が力を入れる愛国心養成に もページを割いている。15年 度に

も道徳 を正式教科に格上 げする方針で、新教材 は検定教科書が整 うまでの主教材にな
41)

ると報道 された。

中教審は2014(平 成26)年10月21日 、現行では教科外活動扱いの小 中学校の 「道徳

の時間」 を 「特別の教科」(仮 称)に 格上 げし、5段 階評価 などではない教員に よる
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記述式評価を導入するよう下村博文文部科学相に答申した。検定教科書の導入に最低
　　ラ

3年 かかるため、教科化 は2018年 度か らになる見通 しである と報道 された。

朝 日新 聞社説で は、「『道徳』 はこれまでは教科外 の扱いだったが、戦前の 『修 身』

が軍国主義教育を担 ったとして終戦の年に廃止 されて以来、70年 目の大 きな転換にな

る。教材 には検定教科書の導入が提言 され、文科省 は今年、検定のルールを変えた。

「愛国心』 を盛 り込んだ教育基本法の 目標に照 らして重大 な欠陥があると判断 される

と、不合格 になる。この運用次第では、かつての国定教科書 に近づ きかねない」 と指
43)

摘 している。

毎 日新 聞社説では、「複雑な内面の問題 とも向き合 う道徳 は、押 しつ け的な 『規格

化』や、一定の価値観などが物差 しにな りがちな 『評価』はなじまない。私たちはこ
44)

う疑問を投 げかけて きた。懸念はぬ ぐえない」 と述べている。

道徳で 「愛国心」 をどう考 えるか とい うことについては、異なる見方で議論 されて

いる。「他 国の尊重 と一体、 自然な形」 という見方がある一方、大森直樹 は、「戦前の

「修身』、状況似ている」 と指摘 し、「愛国心 を含め、道徳性 とは本来、生活や仕事 に

専心する中で 自然に培われる ものであって、国が求めるものではない。国家のために

死ぬ ことを最高の美徳 とした教育の負の影響への反省 を欠いたまま教科化 を進 めれ
45)

ば、同 じ失敗 を繰 り返す ことにな りかねない」 と懸念する見方を示 している。「武道

必修化」 とも深 く関わる 「道徳教科化」実現への歩みが急速に進 む昨今、今後の動 向

を注意深 く見守る必要がある。

「戦争放棄」 をうたう憲法9条 の解釈 を変 え、2014(平 成26)年7月1日 、集団的

自衛権行使容認が閣議決定 され、「戦争がで きる国」になった今、日本がかつてた どっ

た戦争への道を再び繰 り返すのではないかという危機感が年 々、 日々増 している。 も

う二度 と、教育が戦争遂行の一端 を担 うことがあってはならない。

このような危 うい時世 だか らこそ、武道 ・ダ ンス授業 を担 当する教師各人が、武道 ・

ダンス教育の歴史的変遷 を理解 し、その危険性 をも認識 した上で、武道 ・ダンス教育

の意義を見いだす ことが求め られている。教育や体育 ・スポー ツの歴史 を十分 に学ぶ

ことな く、学校教育の歴史や武道 ・ダンス教育の歴史的変遷 に関する正 しい知識 を持

たないまま、武道 ・ダンスの授業 を担 当する教師が少なか らず存在する現状を放置 し

てはな らない。そ うい う意味で、教育史、体育 ・スポーツ史に携 わる者が、未来の教

育現場 に貢献でき得 る可能性 は計 り知れない。

付記

本稿 は、2012年12月1日 、スポーツ史学会第26回 大会(於:甲 南大学)に おいて口

頭発表 した資料 を加筆 ・修正 したものである。
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